
第８回

三和金属 株式会社

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。
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創業者故竹内健三から、平成元年春にバトンタッチをして社
長へ就任いたしました。

当時は、無我夢中で何から手をつけたら良いのかわからない
状態でありました。とは言え、二代目として会社を存続、さら
なる発展を目指すことに集中いたしました。
“志を高く持って日々努力すること”を、学生時代のテニスで

学んだ、いわゆる精神力を強く、上位に行くために努力をすれ
ば必ず成功すると信じ、先代には負けたくない気持ちで一杯で
した。

今、娘婿に継承し改めて 30 年間を振り返る事が出来ています。
これからの経営は、むずかしい局面が待ち受けていると思われ
ますが、日々努力していけば、必ず成功することを忘れず進ん
でほしい。陰ながら応援したい気持ちで一杯です。

（当協会常任監事）

本社所在地◆ 大阪府東大阪市金物町 5番 10 号

主 要 製 品◆ アルミニウム圧延品
アルミニウム地金
アルミニウム加工品

創     業◆ 1933 年（昭和 8年）9月

資 本 金◆ 4,000 万円

会社概要

Sanwa

２０１８.１０.２２工場長大会  

とこき：平成 30年 10月 22日（月）講演 13:00～18:20 懇親会 18:30～19:30

ところ：ヒルトン大阪 4階 金の間 〔大阪市北区梅田 1丁目 8-8〕 JR「大阪駅」より徒歩 2分

：会員￥21,600円 非会員￥24,840円（いずれも 1 人あたり）※ 講演会聴講費・懇親会費・消費税を含む

定 員：130名（定員に達し次第締め切ります） 

㈱メックソリューション チーフコンサルタント 福田 一喜 氏（もとオムロン広州 総経理）

㈱イシダ 執行役員 生産統括部門担当 兼 生産部部長 佐々木 幸雄 氏

コ ディネ タ 福田一喜 氏

～海外生産に負けない国内のものづくり～  
今期で３回目を迎える工場長大会。今年度は「人の能力を最大限に引き出す生産革新」をテーマに実施します。国内生産の比率が 
下がり、国内での生産存続の危機も懸念されます。このような厳しい環境の中で生き残っていくには海外生産に負けない強靭な体質、 
つまり人の能力を最大限に引き出す仕組みづくりが必要です。各社の取り組みについてお話を伺います。

13:30 
14:35

講演➊ 『イシダのものづくり全体最適化１５年のあゆみ』
生産革新は一朝一夕にして成らず！

『営業・開発・生産・物流一丸となって進める革新活動』
マスカスタマイゼーションを徹底したものづくり改革

NECプラットフォームズ㈱ 執行役員 甲府事業所責任者 大月事業所責任者 菱川 哲行 氏

『自ら考え行動する風土熟成とものづくり現場革新』
全員参加の生産革新によるものづくり改革

富士ゼロックス㈱ 執行役員 古川 雅晴 氏（もと鈴鹿事業所長）

『クボタの生産革新と工場長としての取り組み』
常に現場の真ん中にいてみんなと一緒に知恵を出す

㈱クボタ 常務執行役員 堺製造所長 庄村 孝夫 氏

講演終了後、講演講師・コーディネータ・参加者を囲んだ立食懇親会の場を設けております。 
工場長相互の情報交換の場として、異業種間の交流の場としてご活用ください。

13:00 
スタート 

開 会 

トークセッション 講演者の佐々木氏とコーディネータの福田氏が、さらにテーマを深めるトークセッションを行います（約 15 分）

トークセッション 講演者の菱川氏とコーディネータの福田氏が、さらにテーマを深めるトークセッションを行います（約 15 分）

トークセッション 講演者の古川氏とコーディネータの福田氏が、さらにテーマを深めるトークセッションを行います（約 15 分）

トークセッション 講演者の庄村氏とコーディネータの福田氏が、さらにテーマを深めるトークセッションを行います（約 15 分）

14:45 
15:50

講演❷ 

16:00 
17:05

講演❸ 

17:15 
18:20

講演❹ 

18:30 
19:30

懇親会 工場長相互の交流と意見交換・ご懇親を… 【立食】

詳細についてのお問合せは下記まで▼

公益社団法人 大阪府工業協会 振興部  TEL:06-6251-1138 FAX:06-6245-9926 

2018年度テーマ『人の能力を最大限に引き出す生産革新』

申し込み方法 ➡ 当協会のホームページからお申込みいただけます

参加費
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